
サステナブル社会構築へ向けて
ー人材育成と技術開発ー

同志社大学カーボンリサイクル教育研究プラットフォーム
同志社大学カーボンリサイクル技術フォーラム

同志社大学研究開発推進機構 准教授 渡邉崇
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人一人は大切なり→誰一人取り残さない社会
を実現できる人物

•「良心教育」「一国の良心とも謂ふ可き人々」

• 1998 工学研究科 数理環境科学専攻 設置

• 2004 工学部 環境システム学科 設置

• 2004 Kyoto International Forum for Environment and Energy 設置

• 2007 同志社エコプロジェクト 開始

• 2008 エネルギ―変換研究センター 設置

• 第1 回(2008)および第10回(2018)世界学生環境サミット 主催

• 2020同志社－ダイキン「次の環境」研究センター 設置

• 2021 同志社大学ダイバーシティ推進宣言

• 2021 同志社大学カーボンリサイクル教育研究プラットフォーム 設置

• 2022 同志社大学カーボンリサイクル技術フォーラム 発足
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同志社大学カーボンリサイクル技術フォーラム
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ｶｰﾎﾞﾝﾘｻｲｸﾙ
共同研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ

連携講座

カーボンリサイクル技術フォーラムの活動方針

◎研究開発・事業開発活動と連携した実践的人材育成を推進

①共同講座に参加する企業は、目標とする新規CN製品に係る技術開発（共同研究）
   を大学と並行して実施することにより、技術習得、知財取得を同時に行える。
②同志社大学が主催するカーボンリサイクル技術フォーラム（コンソーシアム）への
   参画により、パートナー企業との情報交換、実証プロジェクトの企画立案など、事業
化に向けたパートナーシップを構築できる。

カーボンリサイクル教育研究プラットフォームの活動スキーム

【イノベーションデザイン】

【人材育成プログラム】

新CN製品
サービス開発

コア技術開発
知財取得

【技術フォーラム】【共同研究】

研究戦略

経済産業省 産学連携教育資金獲得
共同研究・外部資金獲得（NEDO等）
地域実証事業提案・技術組合設立など

企業
研究機関
自治体等

大学
研究室

情報交換
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運営体制

同志社大学
カーボンリサイクル技術フォーラム

幹事会
※幹事は法人会員より選出

事務局

同志社大学
カーボンリサイクル教育研究プラットフォーム

経済産業省 産学連携教育資金獲得
共同研究・外部資金獲得（NEDO等）
地域実証事業提案・技術組合設立等
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幹事長：後藤琢也（同志社大・副学長）

座長：寺井隆幸（東大・名誉教授）

法人会員(企業）（会費徴収） 個人会員（企業以外に所属）

エネルギー
マネジネント
検討部会

イノベーター
人材育成
検討部会

技術開発検討部会 教育検討部会

CO2利用
検討部会

事業実施統括、代表者：後藤琢也
（副学長・研究開発推進機構長・教授）



2024年度の活動内容の概要
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2024年年度のイベント 開催日 出席者数 内訳

幹事会 合計 オンサイト オンライン

第1回 2024/4/9-12 書面審議 ー ー

第2回 2024/5/15-22 書面審議

第3回 2024/6-18/27 書面審議

第4回 2025/3/7開催予定 ９法人会員幹事

シンポジウム

2024年度シンポジウム 2025/3/7

検討部会

第1回CO2利用検討部会/第1回エネルギーマ

ネジメント検討部会
2024/6/5 26 16 10

第2回CO2利用検討部会/第2回エネルギーマ

ネジメント検討部会
2024/8/2 26 16 10

第3回CO2利用検討部会/第3回エネルギーマ

ネジメント検討部会
2024/11/25 24 16 8

第4回CO2利用検討部会/第4回エネルギーマ

ネジメント検討部会
2025/2中旬開催予定 - - -

人材育成検討部会 2025/3/７開催予定

共同講座

全15回、履修者9名 2024/10/3-2024/11/19の期間 各回9名程度



2024年度 活動経過
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

幹事会

　適宜書面審議、年度末は対面 △ △ △ △

第1回 第2回 第3回 第４回

シンポジウム

　年度末に開催 △

年次シンポジウム

検討部会

　ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ人材育成検討部会(幹事会審議) △ △

第１回 第2回

　CO2利用検討部会 △ △ △ △

第1回 第2回 第3回 第4回

　エネルギーマネジメント検討部会 △ △ △ △

第1回 第2回 第3回 第4回

　　　共同講座

【開講準備・募集】  △

   全15回　9名（法人会員５、大学院生４）  10/2-11/16

年次年間スケジュール 2023年度

カーボンリサイクル技術フォーラム



人材育成：プラットフォームでのイノベーション教育

未来技術
共同研究＋学位
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カーボンリサイクル共同研究デザイン連携講座
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開講期間：秋学期集中（2024年度は10月2日(水)～11月16日(土)） 
開講時間：5講時（16:40～18:10）
受講者：法人会員の社員、本学大学院学生
方 法：Zoom講義、

オンデマンド講義、
レポート課題提出、
グループワーク

備 考：イノベーションデザイン演習のみは対面講義（京田辺校地）
講師：同志社大学、研究機関（エネ総工研、RITE、他大学等）

イノベーションデザイン演習 修了証授与



カーボンリサイクル共同研究デザイン連携講座
イノベーションデザイン演習のご紹介

No. 科目名（開講日） プロトタイピングの実施（テーマ/検討内容）

５

イノベーションデザイン演習
（2023年11月18日）

～カーボンニュートラルへの挑戦～

“2050年､CO2排出削減に貢献する
街づくりイノベーション”

【GAFF社会の実現（Green Agriculture, Forestry and 
Fisheries）】

（１） NCUS (Nitrogen Capture and Utilization) 技術

（２） 農林水産業の融合及び熱利用

（３） 非可食バイオマスの燃料合成

【ゼロエミッションドーム ～未来型シティ～】

（１） ドーム型太陽光発電（紫外線発電透明太陽光パネル）

（２） ドームシティの価値向上（ビジネスモデル）

（３） ドームシティ間の連携システム（安価な電力融通など）

【ゼロカーボンボイラー ～二酸化炭素を排出しない、
地球にやさしいアンモニア燃焼ボイラー～】

（１） アンモニアの製造・供給（アンモニアサプライチェーン）

（２） アンモニアと混焼させるバイオ燃料の調達

（３） アンモニアボイラーの開発（混焼・専焼ボイラ技術）
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農業 or 養殖に利用

CCUS & NCUS
（肥料生産）

ボイラ

消費者

バイオマス

熱

排ガス

グリーン
肥料・飼料

作物

非可食
バイオマス

燃料

＜ビジネスモデルの全体像＞

×

GAFF社会の実現
（Green Agriculture, Forestry and Fisheries）
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【ビルの構成】
  大容量の蓄電池で余剰な太陽光エネルギーを蓄える。
上層：居住区。
中層：蓄電池（フロー型亜鉛空気電池）。

※豊富で安価な亜鉛を使用し、
貯蔵部の大型化による大容量化が容易。

下層：商業区。

【太陽光パネルの構成】
ドーム：シートに印刷できる軽量のペロブスカイト

            太陽電池(透明)を使用。
※紫外光領域の発電効率のみに特化する

               ことで実用への技術難易度を下げる。
ビル壁面・窓：ガラス一体型太陽電池を使用。

CCUS
設備

CO2パイプライン（上面を平坦にして手すりを設け、人も歩けるようにする）

壁面・窓
→太陽光パネル

・透明太陽光パネルを並べたドーム
・紫外光領域の発電効率に特化

遊歩
道

支
柱

(太
陽
光
の
送
電
線
埋
込
)

送電 送電

CO2

【ドーム内の居住空間】

ドームシティの分布と連携

ゼロエミッションドーム～未来型シティ～
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グリーン水素
グリーン
アンモニア

バイオ燃料

工場・施設

混焼 or 専焼

熱

アンモニア燃焼ボイラのサプライチェーン

家庭

熱

空気中の
窒素

ゼロカーボンボイラー
～二酸化炭素を排出しない、地球にやさしいアンモニア燃焼ボイラー～
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情報交換：検討部会
2024年度CO2利用・エネルギーマネジメント合同検討部会
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第1回CO2利用・エネルギーマネジメント検討部会（2024年6月5日開催）

（１）アセチレンおよびCO2利用に関する研究開発と取組み

（２）エネルギー基本計画とCO2の有効利用技術開発の方向性について

～CO2の燃料、基幹物質への転換技術～

（３）カーボンリサイクル技術開発ロードマップの作成に向けて

第2回CO2利用・エネルギーマネジメント検討部会（2024年8月2日開催）

（１）「カーボンニュートラル達成に向けたCCUSの動向とRITEの取り組み」

（２）「カーボンニュートラルの実現を目指したバイオものづくり技術の開発」

（３）地球環境産業技術研究機構(RITE)見学会

第3回CO2利用・エネルギーマネジメント検討部会（2024年11月25日開催）

（１）「持続的航空燃料SAFについて」製造産業から

（２）「持続的航空燃料SAFについて」航空運輸産業から

（３）カーボンリサイクル技術開発ロードマップの作成に向けて

第4回CO2利用・エネルギーマネジメント検討部会（2025年2月開催予定）



情報発信：一般公開シンポジウム
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https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/green_growth_strategy.html より

大量のCO2を資源として利用できる
技術開発を加速させることが必要

16

技術開発：CO2の資源化

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/green_growth_strategy.html


CCUS
Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage

回収 利用 貯蔵CO2

CO2を資源として積極的に利用できる
カーボンネガティブ技術開発が必要

同志社大発の技術→水から水素を製造するの
と同程度でのエネルギーでCO2分解できる技術

十分に経済性あり
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CO2分解技術により得られる物質
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CO2

カーボン

ダイヤモンド

CNT

メタン

エチレン

CO2分解技術よる化合物の技術展開

非石油
化学製品

電池材料

高機能
複合材料

固体燃料
DCFC

PCBM

エタノール

空気制御
宇宙

基幹物質

太陽電池材料

DMF

エタン

ブルー
燃料

CNH

実用化CO2変換製品基幹物質

純炭素 燃料・
CCS

･石炭火力
･発電
･製鉄所

高機能炭素
高機能複合材料

･摺動性,機械強度等
･導電性，熱伝導性
･その他特殊な性質

･空調機器
･エネルギー
･半導体
・情報

電池材料
・Liイオン電池
・太陽電池
・パワーデバイス

・CNT，CNH
・ダイヤモンド

･自動車
･ 輸送
･エネルギー

有機化合物
・ﾒﾀﾝ，ｴﾀﾝ
・ｴﾁﾚﾝ
・ｴﾀﾉｰﾙ等

ブルー燃料
・エタノール
・DMFなど

有機金属
化合物

非石油化学材料

・ｴﾁﾚﾝ､ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ等
基幹原料合成
・樹脂系機能材料

･自動車
･半導体
・情報機器

･新規事業
開発

空気制御
・ｸﾘｰﾝﾌｨﾙﾀｰ
・環境制御ﾃﾞﾊﾞｲｽ

･空調機器
･医療機器
･宇宙機
・精錬

分解物
・C，O2

・その他

CO2リサイクル技術から始まる社会実装
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再生可能エネルギーを利用した
水素エネルギーシステムとカーボンリサイクルの両立
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電気化学を技術基盤にしたCO2の資源化技術

電気の力で反応を駆動
 CO2からCへ
 CからCaC2へ
水とカーバイドからアセチレン
 CaC2+H2O→C2H2

Y. Suzuki, S. Tanaka, T. Watanabe, T. Tsuchii, T. 
Isogai, A. Yamauchi, Y. Kishikawa ,  T.Goto, 
“High-efficient acetylene synthesis by 
selective electrochemical formation of CO2-
derived CaC2”, Chemical Engineering Journal, 
https://doi.org/10.1016/j.cej.2024.153013
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課題：電力が必要、
水素源が必要、
社会実装するならば、
社会インフラへの適応性と見直し



カーボン・エネルギーリサイクルバンク

カーボンリサイクル熱電併給サービス

風力発電

太陽光発電

水力発電

工場

オフィスビル

住宅
EV

植物工場

再エネ電力

発電 反応

ダイヤモンド

炭素
カーバイド

温泉水
プラント

原子力

エネルギー
貯蔵

排熱利用火力発電

炭化水素
21



カーボン・エネルギー総合取引サービス

CO2分解
再利用

エネルギー
貯蔵

エネルギー
供給

カーボン・エネルギー総合取引

太陽光発電
風力発電

電力会社
中小発電所

製造企業
化学・食品・
製鉄など

一般家庭
農業・漁業者

店舗

商業施設
病院

公共施設

電気自動車
公共輸送

電力卸売
仮想発電所

CO2取引
分解物供給

1）冷・高温熱
2）電力
3）温室効果ガス（CO2）排出量
4) 炭素系材料・化合物
5) システム製造販売・運用サービス

熱電併給型
スマートグリッド

（自営線・熱配管・光ファイバー）

研究と教育を両立させる社会実装に向けた共同研究
カーボンリサイクル教育研究プラットフォーム 22



同志社“カーボンリサイクル”

研究と教育を両立させる社会実装に向けた共同研究
カーボンリサイクル教育研究プラットフォーム

2020年 2025年 2030年

基幹物質
CO2分解
技術

CO2

再生可能
エネルギー

・C, O2, CO
・炭化水素, 他

・非石油由来化学品
ポリカ、ウレタン

・新素材
NT, フラーレン, CB, ダイヤ

・ブルー燃料
    メタン, メタノール

石炭火力発電所

製鉄・金属精錬

C

C＆O2

環境制御 閉空間・宇宙利用CO2制御

CO2

変
換
製
品

廃熱利用 発電
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プラットフォームの役割

〇プラットフォーム参画者によるフォーラム構築

〇連携による迅速な研究実施および迅速な社会実装

〇プラットフォーム参画者と本学大学院生との
イノベーション教育を通して生まれた共同研究の推進

〇新たな学問領域や研究領域の創成
および参画学生、社会人学生への博士学位授与

24
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告知：2024年度一般公開シンポジウム

概要：第７次エネルギー基本計画が閣議決定に向けて審議されています。2050
年のカーボンニュートラリティの実現は、日本のエネルギー政策における最重要
課題の一つです。第7次エネルギー基本計画では、この目標達成に向けた具体
的な道筋を示すことが求められます。一方国内外で新たなカーボンリサイクルに
関連する技術も社会実装されつつあります。そこで今回のシンポジウムでは、
カーボンリサイクルに関連する技術と周辺事情について、世界の動向、日本の動
向、そして京都を中心に地域の動向を中心に議論します。

講演内容：第7次エネルギー基本計画、熱利用、SAF、水素等

主催：同志社大学カーボンリサイク技術フォーラム

開催日時：2025年3月7日（金）13:30～17:00

開催方法：オンサイトとオンラインのハイブリッド開催

 オンサイト会場：今出川校地寒梅館ハーディーホール

    オンライン会場：ZOOM

お問い合わせ：同志社大学カーボンリサイクル教育研究プラットフォーム事務局

 E-mail：pf-carbon@mail.doshisha.ac.jp
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ご清聴ありがとうございました。
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